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日本の気候変動2020（文部科学省，気象庁）によれば、高潮のリスク
は今後、増大することが指摘されている。

実験の背景

• 平均海面水位の上昇は、浸水災害のリスクを高める。

• 東京湾、大阪湾及び伊勢湾における高潮の最大潮位
偏差は大きくなることが予測されている。

• 10年に１回の確率で発生するような極端な高波の波高
は増加すると予測されている。

台風の将来予測に依存

（引用：日本の気候変動2020（概要））

平成30年台風21号：高潮に洗われる岸壁と、海上に流れ出したコンテナ
（引用：毎日新聞）

平成30年台風21号：滑走路が浸水した関西国際空港
（引用：毎日新聞）

令和元年台風19号：福浦地区の浸水状況（引用：
横浜市 港湾局）
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平成30年台風21号当時の大阪湾での潮位（引用：気象庁）

高潮・高波の発生メカニズム

・台風や低気圧により海面が吸い上げられるのと同時に岸に向かう
強風により吹き寄せられるために、通常の潮位に比べ海面が上昇
する（高潮＝天文潮位＋高潮偏差）。
・海面に吹く風が強いほど、距離・時間が長いほど、高波が発達する。

高潮・高波のメカニズム（引用：気象庁）

これまでの記録を上回る潮位を観測

台風が来襲しない場合に
予想されていた潮位
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高潮・高波による浸水（越流と越波の違い）

・高潮が護岸高さを超えると、越流が生じ、潮位高さまで浸水する。
・高潮が護岸高さを超えなくても、高波による越波が生じ、越波水塊
の水量（越波量）に応じた浸水が生じる。
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本間公式（防波堤，防潮堤等の越流）

越波流量算定図
護
岸

護
岸

潮位

護岸天端

潮位

護岸天端 越流

越波高波

（公社）土木学会：水理公式集［2018年版］

（公社）日本港湾協会：港湾の施設の技術上の基準・同解説（平成30年5月）
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岸壁上の越波による浸水

越波水塊の一部が引き波時に海へと戻るため、海岸護岸の背後地
に比べ、浸水状況の把握が困難。

𝑞𝑖𝑛𝑇 𝑞
𝑇
2

押し波時の越波量qinTと引き波時の排水量qoutT/2
が釣り合うとき（定常状態）の浸水深dの算定式

高山知司（2018）：沿岸防災技術研究所の活動について（平成29年度），沿岸技術研究センター論文集，No.18．

押し波時

引き波時

𝑞 𝐶 2𝑔𝑑

6

港湾空港技術研究所
Port and Airport Research Institute 

実験の目的

実際には、越波水塊は岸壁上を面的に広がるため、引き波時の排水
を考慮した浸水状況は岸壁上の平面地形に依存する。

高潮時に高波が越波する状況を平面模型実験で再現し、越波による
岸壁上の浸水過程を把握する。
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